










研究目的 

乳児のビタミン K 不足性出血症は,近年注目をひきつつあるが,全国的な発現頻度,臨床病

態の調査は行なわれておらず,また予防法,治療法,発生病機についても一定の見解に達し

ていない。 

本年度の研究は,まず発現頻度臨床病態の全国調査を共同研究で実施する。また,各個研究

で地域的な発現頻度を調査する。そのほか,ビタミンK不足時における凝血学的研究を行な

い,ビタミン K不足時における腸内細菌叢の検討を行なう。 


